
  ご意見、ご感想をおきかせください。
日本酒についてもっと知りたい方、天寿についての情報を
知りたい方、ご連絡をお待ちしております。
●Ｅメールアドレス・・・info@tenju.co.jp
●ＨＰアドレス・・・・・http://www.tenju.co.jp
●フリーダイヤル・・・・0120-50-3165
●ＦＡＸ ・・・・・・・・0184-55-3167

★蔵見学希望の方は、準備等の都合がございますので事前に    

　ご連絡下さい。

★蔵元通信（２カ月に１度奇数月に発行予定）希望の方はご

　連絡下さい。　※無料

★メールマガジン（天寿情報）希望の方は、Ｅメールでご連絡

　下さい。
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モ
ラ
ル
低
下
が
規
制
の
原
因
？

代
表
取
締
役
社
長　

大
井
建
史

　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
総

会
で
酒
類
の
販
売
や
広
告
を
規
制
す

る
新
指
針
を
採
択
し
た
。
指
針
で
は

「
飲
酒
は
世
界
で
年
間
２
５
０
万
人
の

死
因
に
関
係
し
て
い
る
」
と
警
告
を

発
し
、
大
量
飲
酒
に
よ
る
健
康
被
害

な
ど
を
防
止
す
る
上
か
ら
、
販
売
時

間
の
制
限
や
課
税
に
よ
っ
て
価
格
を

引
き
上
げ
る
な
ど
の
対
応
を
例
示
し
、

各
国
政
府
や
業
界
に
対
応
を
促
し
て

い
る
。
条
約
と
違
っ
て
強
制
力
は
持

た
な
い
も
の
の
、
各
国
の
酒
類
メ
ー

カ
ー
は
自
主
規
制
の
強
化
に
乗
り
出

す
方
針
で
あ
る
。
採
択
さ
れ
た
新
指

針
の
例
示
と
し
て
、
販
売
面
で
は
、

飲
食
店
で
の
飲
み
放
題
の
制
限
や
小

売
時
間
の
制
限
、
安
売
り
防
止
な
ど

も
掲
げ
ら
れ
、
居
酒
屋
業
界
な
ど
日

本
で
の
関
係
業
界
へ
の
影
響
も
少
な

く
な
い
と
み
ら
れ
る
。

　

以
上
が
新
聞
情
報
で
あ
る
。
10
年

以
上
前
に
タ
バ
コ
の
規
制
強
化
が
始

ま
り
「
次
は
お
酒
に
も
来
る
。
そ
の

防
波
堤
だ
」
等
と
嘯
い
て
吸
っ
て
い

た
タ
バ
コ
も
、
喫
煙
環
境
の
あ
ま
り

の
劣
悪
さ
と
、
何
よ
り
家
族
の
嫌
煙

圧
力
に
、
二
年
前
の
８
月
６
日
に
禁

煙
以
来
10
㎏
の
脂
肪
が
腹
に
増
え
て

し
ま
っ
た
。

　

私
の
幸
せ
な
時
間
は
、
結
構
女
房
・

子
供
を
眺
め
な
が
ら
す
る
晩
酌
だ
っ

た
り
す
る
。
最
近
の
業
界
の
悩
み
は
、

５月２９日【第７回落語と天寿を楽しむ会】は

おかげ様で満員御礼！ありがとうございました。

天寿の色々なお酒・限定酒や心を込めた女性ス

タッフの手作り料理も「美味しい！」と喜んで

頂き、今年も大いに盛り上がりました。

鳥海山の大自然を体感してみませんか？

2010 水源探索のご案内

●開催日　平成 22 年 9 月 4 日 ( 土 ) ～ 5 日 ( 日 )

●宿泊先　HOTEL フォレスタ鳥海

　　　　　　　http://www.ybnet.jp/~foresta/

●会費 　宿泊 ・ 食事 ・ 【天寿を楽しむ会】 会費

　　　　  　お一人様　18,000 円 （税込）
　 ※集合場所までの交通費は含まれておりません。

●〆切日　平成 22 年 9 月 2 日 （木）
   ※定員になり次第〆切とさせていただきます。

◆お部屋のご利用に関して

　 ２～３名様で１室ご利用の場合、 お一人あたり 18,000   

   円の会費です。 お一人様で 1 室 ( ツインルーム ) ご利

   用の場合 23,000 円となります。

※トレッキングシューズやスニーカー、 また天候により長

   靴や雨具をご準備ください。

※先着 40 名限定 ( 最少催行人数 20 名 )

-- お申込み ・ お問合わせ先　天寿酒造株式会社 --
    フリーダイヤル　０１２０－５０－３１６５
             受付時間 ( 月～金曜日　８ ： 00 ～ 17 ： 00）

　　E-mail　info@tenju.co.jp
    F A X　 0184-55-3167　※24 時間受付中

＝ 9 月 4 日 （土）＝
 9 ： 40　   JR 秋田駅東口集合

               （JR ご利用の方 ・ 一般参加の方）

10 ： 40　  秋田空港到着ロビー集合

               （航空機ご利用の方）

12 ： 00　  元滝見学   ( 平成の名水百選に認定）

13 ： 00　  昼食 ・ 水源探索 ・ トレッキング

               （鳥海山の麓　中島台　獅子ヶ鼻湿原）

16 ： 30　  ホテル着 （HOTEL　フォレスタ鳥海）

18 ： 00　  【天寿を楽しむ会】

＝ 9 月 5 日 （日）＝
  9 ： 00　  ホテル発

  9 ： 30　  【法体の滝】 散策 （釣りキチ三平撮影ロケ地）

11 ： 00　  原料米の田んぼ

               （無農薬アイガモ農法水田等の見学）

11 ： 30　  天寿酒造 ( 酒蔵見学）

12 ： 30　  昼食

15 ： 20　  JR 秋田駅東口着 ( 解散）

16 ： 20　  秋田空港着 ( 解散）

航空機ご利用の方 （９月の時刻） J R ご利用の方

交通機関の時刻が変更になる場合がありますのでご注意ください。

行き（東京 → 秋田）

帰り（秋田 → 東京）
東京（羽田） → 秋田

ANA 873　東京発 8：50

JAL 1261 東京発 7：45

秋田 → 東京（羽田）

ANA 878　秋田発 17：45

JAL 1268 秋田発 19：45

寝台特急あけぼの　上野発 21：15 → 秋田着 6：45

新幹線「こまち」24 号　秋田発 15：36
新幹線「こまち」26 号　秋田発 16：00

車
の
業
界
と
同
じ
で
若
者
の
飲
酒
離
れ
。

日
本
酒
を
云
々
の
前
に
お
酒
全
て
を
飲

ま
な
い
事
だ
。

　

ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み
る
と
色
々
な

情
報
が
あ
っ
た
が
、
今
回
の
規
制
の
原

因
は
、
健
康
に
と
っ
て
有
害
と
い
う
意

見
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
問
題
に
な
っ

て
い
る
の
が
、
飲
酒
に
よ
る
犯
罪
の
増

加
に
よ
る
経
済
損
失
が
無
視
で
き
な
い

状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

の
よ
う
だ
。

　

特
に
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
は
、
伝
統
の

パ
ブ
で
ビ
ー
ル
を
痛
飲
し
た
若
者
が
大

騒
ぎ
を
起
こ
す
こ
と
が
社
会
問
題
に

な
っ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
で
は
、

飲
酒
に
よ
る
犯
罪
、
暴
動
の
損
失
が
、

年
間
推
計
で
約
１
兆
２
千
億
～
１
兆
９

千
億
円
に
も
上
る
と
い
う
調
査
も
あ
る

と
の
事
。
こ
れ
に
端
を
発
し
、
イ
ギ
リ

ス
で
は
、
政
府
が
「
飲
み
放
題
」
の
宣

伝
や
「
早
飲
み
競
争
」
の
禁
止
法
を
検

討
し
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
保
険
省

が
ワ
イ
ン
の
健
康
へ
の
有
害
性
を
警
告

し
、
禁
酒
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
た
り
、

イ
タ
リ
ア
で
も
、
街
頭
で
の
ア
ル
コ
ー

ル
販
売
を
禁
止
し
た
り
、
14
歳
～
24
歳

ま
で
の
少
年
や
若
者
を
対
象
に
禁
酒

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
ア
ル
コ
ー

ル
を
辞
め
れ
ば
、
賞
金
や
旅
行
券
な
ど

を
与
え
る
報
奨
制
度
を
設
け
る
計
画
だ

と
い
う
。
事
の
始
ま
り
と
い
う
か
、
規

制
に
向
け
て
加
速
し
出
し
た
の
は
、
１

月
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ(

世
界
保
健
機
関

)

の
執

行
理
事
会
が
「
ア
ル
コ
ー
ル
の
有
害
な

使
用
を
減
ら
す
世
界
戦
略
」
を
承
認
し

た
こ
と
が
ア
ル
コ
ー
ル
規
制
へ
の
流
れ

に
な
っ
た
と
の
事
。(

詳
し
い
人
が
い

る
も
の
で
す
ね
。
草
食
系
の
日
本
と
は

随
分
違
い
ま
す
。)

だ
か
ら
と
言
っ
て

こ
ん
な
理
由
で
規
制
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
そ
れ
こ
そ
ア
メ
リ
カ
の
禁
酒
法
時

代
に
逆
戻
り
。
日
本
で
は
、
若
者
が
お

酒
を
キ
チ
ン
と
飲
め
な
く
な
っ
た
本
を

糺
せ
ば
、
家
族
で
食
事
を
し
そ
の
場
で

親
が
正
し
い
飲
み
方
を
見
せ
る
事
が
出

来
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
と
私
は
思
う
。

 

「
や
は
り
、
若
い
う
ち
か
ら
周
囲
の
人

た
ち
が
み
ん
な
で
協
力
し
て
マ
ナ
ー
の

重
要
性
を
説
い
て
い
か
な
い
限
り
、
こ

う
い
う
問
題
は
消
え
な
い
ど
こ
ろ
か
手

に
負
え
な
く
な
る
ん
だ
ね
。
世
界
を
滅

ぼ
す
の
は
、
核
兵
器
で
も
細
菌
兵
器
で

も
な
く
モ
ラ
ル
な
の
か
も
し
れ
な
い
な
。

そ
し
て
世
界
中
が
『
夜
警
国
家
』
に
逆

戻
り
す
る
か
も
ね
。
」
と
ネ
ッ
ト
上
に

有
っ
た
が
、
賛
成
に
一
票
で
あ
る
。

美酒 「天寿」 の仕込み水となる鳥海山の湧き水を求めてトレッキング ・温泉に入って美味しい料
理と天寿を楽しむ会 ・ アイガモとの出会い　無農薬田視察 ・美酒 「天寿」 の酒蔵見学など

美酒 「天寿」 の仕込み水となる 『鳥海山自然水』 は雄大な鳥海山によって育まれ
た自然の恵みです。 鳥海山に降り積もった雪は、 静かに地下に浸透し、 長い年月
を経て伏流水となり蔵元の井戸に汲み上げら
れ、 蔵人の手によって天寿へと生まれ変わり
ます。 今年も、 映画 『釣りキチ三平』 のロ
ケ地である法体の滝や 『平成の名水百選』

に選ばれた元滝や中島台の出壺を散策し、 天寿酒造の酒米を作るア
イガモ農法の無農薬田んぼと酒蔵を見学する盛り沢山のツアーです。
天寿ファンはもちろん、 雄大な自然環境に触れたい方、 山歩きや温泉
に興味のある方などたくさんのご参加をお待ちしております。



天寿の歴史
補 遺 -４

補
遺―

４　

　

藩
政
末
期
か
ら

　

 
 
 
 

明
治
の
矢
島
の
酒
造
業
(I)

六
代
目　

大
井
永
吉

　　

藩
主
生
駒
家
の
居
城
矢
島
は
、
隣
接

の
六
郷
家
の
城
下
町
本
荘
に
反
し
て
、

郡
内
で
は
最
も
積
雪
、
寒
冷
地
帯
で
鳥

海
山
麓
の
地
勢
と
気
候
に
よ
り
良
質
米

を
多
く
産
し
、
ま
た
町
の
い
た
る
と
こ

ろ
に
清
澄
良
質
な
水
が
湧
出
し
て
酒
造

条
件
に
恵
ま
れ
湯
沢
、
六
郷
、
新
屋
と

と
も
に
名
醸
地
の
一
つ
と
称
さ
れ
た
。

　

生
駒
家
は
讃
岐
国
高
松
の
十
七
万
石

か
ら
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
一
万

石
の
堪
忍
料
で
矢
島
に
左
遷
さ
れ
、

従
っ
て
領
域
も
せ
ま
い
た
め
酒
の
需
給

も
必
然
的
に
制
約
を
う
け
て
い
た
。

　

大
井
傳
之
丞
（
屋
号
大
井
屋
、
酒
銘

「
大
井
川
」
）
・
武
田
佐
治
右
衛
門
（
俗

称
大
武
田
と
称
さ
れ
、
酒
銘
不
明
）
・

須
貝
吉
左
衛
門
酒
銘
「
梅
之
江
」
）
の

三
軒
が
藩
の
御
用
商
人
を
兼
ね
、
藩
政

運
営
の
扶
け
と
も
な
っ
て
い
た
。
大
井

屋
は
我
が
家
の
本
家
で
初
代
永
吉
が
分

家
し
た
時
の
当
主
五
代
目
の
幸
左
衛
門

の
日
記
（
天
保
年
間
）
が
遺
存
し
て
お

り
、
矢
島
藩
財
政
窮
乏
の
際
仕
送
り
金

主
酒
田
の
巨
商
本
間
正
五
郎
に
藩
の
御

用
金
調
達
の
折
衝
に
難
儀
し
た
あ
と
が

窺
え
る
。

 　

今
年
も
ロ
ン
ド
ン
に
て
Ｉ
Ｗ
Ｃ（
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ワ
イ
ン
チ
ャ
レ
ン

ジ
・
２
０
１
０
）
の
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
Ｉ
Ｗ
Ｃ
と
は
、
世
界
最
大
規
模
・

最
高
権
威
に
評
価
さ
れ
る
ワ
イ
ン
・
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
こ
と
で
、
世
界
中

の
ワ
イ
ン
業
者
か
ら
最
も
注
目
さ
れ
て

い
る
大
会
の
一
つ
で
す
。

　

天
寿
の
ア
イ
ガ
モ
放
鳥
会

　

天
寿
酒
米
研
究
会
で
は
無
農
薬
栽

培
米
を
作
る
た
め
、
ア
イ
ガ
モ
農
法

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
毎
年
、
放
鳥

時
に
矢
島
小
学
校
３
年
生
の
皆
さ
ん

が
お
手
伝
い
に
来
て
く
れ
ま
す
。
そ

の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
ア
イ
ガ
モ
を
は
な
し
た
よ
】

　

矢
島
小 

３
年　

佐
藤
健
太

　

６
月
９
日
ぼ
く
は
、
天
じ
ゅ
の
田

ん
ぼ
に
行
き
ま
し
た
。
は
じ
め
は
早

く
ア
イ
ガ
モ
を
さ
わ
り
た
い
と
い
う

き
も
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

つ
い
た
と
き
に
ア
イ
ガ
モ
の
鳴
き

声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
い
っ
ぱ
い
の

ア
イ
ガ
モ
の
鳴
き
声
が
し
ま
し
た
。

そ
れ
ほ
ど
の
ア
イ
ガ
モ
が
い
る
ん
だ

ろ
う
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
ア
イ
ガ
モ
を
だ
き
ま
し
た
。

体
の
毛
は
フ
ワ
フ
ワ
で
、
あ
し
の
ツ

メ
も
す
ご
か
っ
た
で
す
。
ア
イ
ガ
モ

の
足
が
か
っ
ぱ
の
手
の
よ
う
に
な
っ

て
い
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
ア
イ

ガ
モ
を
は
な
し
た
ら
い
っ
せ
い
に
ア

イ
ガ
モ
が
あ
つ
ま
っ
て
、
み
ん
な
で

い
っ
し
ょ
に
こ
う
ど
う
し
た
の
で
、

す
ぐ
ア
イ
ガ
モ
の
行
列
が
で
き
ま
し

た
。

　

さ
い
ご
に
天
じ
ゅ
の
人
に
い
ろ
ん

な
こ
と
の
話
を
き
い
た
ら
「
ア
イ
ガ

モ
は
カ
エ
ル
を
食
べ
ま
す
よ
。
」
と

言
っ
た
の
で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

ア
イ
ガ
モ
を
ま
た
さ
わ
っ
た
り
、
田

ん
ぼ
に
は
な
す
の
を
も
う
一
度
や
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

◆
◆
お
盆
期
間
中

　
　

 

試
飲
即
売
予
定
◆
◆

　

お
盆
期
間
中
に
地
元
の
道
の
駅
各

店
に
て
試
飲
即
売
会
を
行
な
い
ま
す
。

お
土
産
や
ご
贈
答
な
ど
に
も
喜
ば
れ

る
地
酒
を
多
数
準
備
し
て
皆
様
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
８
／
14
日
・
15
日

　

道
の
駅
【
に
し
め
】（
由
利
本
荘
市
）

◎
８
／
15
日

　

道
の
駅
【
岩
城
】
（
由
利
本
荘
市
）

　

道
の
駅
【
ね
む
の
丘
】（
に
か
ほ
市
）

お酒の
ＮＥ ＷＳ

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ワ
イ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ 　

２
０
１
０
年 

ト
リ
プ
ル
受
賞

純米大吟醸 「天寿」
　　　1.8L  　 7,350 円 （新発売）
　　　720ml   3,150 円

　

十
代
目
の
大
井
直
之
助
（
矢
島
町

長
、
秋
田
県
会
議
員
、
衆
議
院
議
員
歴

任
）
が
次
の
如
く
語
っ
て
い
る
。

　

｢

｛
酒
の
さ
か
な
｝
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
魚
は
酒
に
つ
き
も
の
で
、
矢
島
の
酒

は
仁
賀
保
海
岸
に
獲
れ
た
魚
と
共
荷
し

て
駄
馬
に
積
ま
れ
院
内
銀
山
に
運
ば
れ

販
売
さ
れ
た
。
即
ち
院
内
銀
山
の
発
展

と
と
も
に
そ
の
人
口
は
著
し
く
増
加

し
、
仁
賀
保
方
面
の
由
利
海
岸
で
獲
れ

た
魚
介
類
は
鳥
海
山
麓
、
由
利
原
高
原

を
経
て
矢
島
の
魚
商
に
渡
さ
れ
、
同
町

生
産
の
酒
と
と
も
に
馬
に
荷
積
み
し

て
、
笹
子
（
じ
ね
ご
・
旧
鳥
海
町
）
の

松
の
木
峠
を
越
え
て
院
内
銀
山
に
運
び

販
売
さ
れ
た
。
現
今
の
よ
う
に
自
由
に

生
産
地
以
外
の
他
藩
に
移
出
が
容
易
に

出
来
な
か
っ
た
時
代
に
お
い
て
、
地
酒

を
小
藩
の
矢
島
領
内
で
売
り
捌
く
こ
と

は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
後
院
内
銀
山
の

衰
微
と
と
も
に
や
し
ま
酒
の
販
路
は
狭

く
な
り
、
同
鉱
山
に
近
い
湯
沢
の
酒
造

業
の
中
に
も
廃
業
し
た
も
の
も
あ
り
、

私
の
家
で
も
父
の
死
去
と
共
に
明
治
四

十
年
廃
業
し
た
。

　

秋
田
県
は
明
治
四
年
秋
田
、
本
荘
、

亀
田
、
矢
島
、
岩
城
の
羽
後
国
五
県
と

陸
中
国
江
刺
県
（
現
鹿
角
市
、
郡
）
の

六
県
を
併
せ
て｢

秋
田
県｣

と
し
、
初
代

権
令
が
任
ぜ
ら
れ
て
県
治
条
例
に
よ
り

新
し
い
機
構
が
整
え
ら
れ
、
酒
造
行
政

事
務
は
、
他
の
国
税
賦
課
、
収
納
事
務

と
と
も
に
県
庁
が
所
管
処
理
し
た
。
即

ち
酒
造
関
係
の
醸
造
免
許
を
は
じ
め
監

督
、
検
査
、
取
締
、
賦
税
、
収
納
の
事

務
一
切
を
大
蔵
省
の
指
示
命
達
の
も
と

に
秋
田
県
庁
が
所
管
し
た
。

　

明
治
四
年
七
月
、
太
政
官
布
達
を

以
っ
て
清
酒
、
濁
酒
、
醤
油
醸
造
鑑
札

収
税
収
与
並
に
「
収
税
方
法
規
則
」
を

制
定
し
て
従
来
の
株
鑑
札
を
廃
止
し
、

併
せ
て
造
石
高
の
制
限
を
解
除
し
、
新

た
に
免
許
料
、
免
許
税
及
び
醸
造
税
を

併
用
し
た
。

　

こ
の
税
制
に
よ
っ
て
、
明
暦
三
年
公

定
さ
れ
て
以
来
、
永
年
に
わ
た
り
開
業

及
び
造
石
高
を
制
限
し
て
き
た
制
度
は

廃
止
さ
れ
て
、
開
業
及
び
造
石
高
の
自

由
を
享
受
し
た
。
こ
れ
は
酒
造
業
界
に

と
っ
て
は
将
に
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ

た
が
、
政
府
と
し
て
も
新
た
な
国
是
を

酒
造
業
者
に
適
用
し
て
そ
の
発
展
に
よ

る
財
源
の
涵
養
を
図
っ
た
歴
史
的
意
義

を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
（
秋
田
県
酒
造

史
本
編
・
矢
島
町
史
上
巻
）

　

二
代
目
永
吉
は
こ
う
し
た
時
代
の
流

れ
を
捉
え
三
年
後
の
明
治
七
年
、
温
め

て
い
た
濁
酒
返
上
、
清
酒
製
造
の
夢
を

長
男
与
四
郎
と
と
も
に
実
現
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

絵　

木
村 

新
く
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

米から育てた純米酒
　　　1.8L  　 2,678 円
　　　720ml   1,365 円

日
本
名
門
酒
会
銘
柄

純米吟醸 「鳥海山」
　　　1.8L  　 3,150 円
　　　720ml   1,575 円

銀賞受賞　純米大吟醸 「天寿」

銀賞受賞　米から育てた純米酒

銅賞受賞　純米吟醸 「鳥海山」




